
福岡広域都市計画地区計画の決定（古賀市決定） 

 

福岡広域都市計画地区計画今在家地区地区計画を次のように決定する。 

令和３年６月８日 古賀市告示第１１１号 

１ 地区計画の方針 

名 称 今在家地区地区計画 

位 置 古賀市今在家、古賀、今の庄三丁目の各一部 

面 積 約２１．１ｈａ 

地 区 計 画 の 目 標 

本地区計画は、既存の工業団地に隣接し、古賀インターチェンジに近接

する立地を生かし、周辺環境と調和した適切な開発誘導を行い、古賀市の

特色である「モノづくり力」を生かしたまちづくりに資することを目標と

する。 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

土 地 利 用 

の 方 針 

本地区は、隣接する工業団地と調和した産業集積を図り、著しく環境を

悪化させるおそれのない製造業等の誘致を図るとともに、良好な市街地環

境の形成・保全を図る。 

① Ａ地区は、主要幹線道路である国道３号に隣接していることから、沿

道サービス等の商業系の建築物の建築も認め、工業団地との共存を図

る。 

② Ｂ、Ｃ地区は、一定規模以上の敷地面積による良好な工業団地の形成

を図るとともに、工場併設店舗などの小規模店舗の立地によって、ま

ちの賑わい等の創出を図る。 

地 区 施 設 の 

整 備 の 方 針 

①  県道米多比谷山古賀線に接続する主要道路の幅員は、１６ｍ以上とす

る。 

② 隣接する既存の集落の生活環境に配慮して、境界付近に緩衝帯として

の緑地又は公園を配置する。 

建 築 物 等 の 

整 備 の 方 針 

隣接する工業団地と調和を図り良好な工場空間を形成するとともに、市

街地環境を悪化させないよう、建築物の用途、敷地面積の最低限度、壁面

の位置、及び垣又は柵の構造について必要な制限を行う。 

２ 地区整備計画 

地
区
施
設
に
関
す
る
事
項 

区画道路 幅員 １６ｍ、延長 約３３５ｍ 

公園緑地 約０．５５㏊ 

別紙 9-2 地区計画の概要 
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事
項 

 

地 区 の 名 称 Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 

地 区 の 面 積 約２．５㏊ 約１６．０㏊ 約２．６ ㏊ 

建 築 物 等 の 

用 途 の 制 限 

次の建築物は、建築

してはならない。 

１ 建築基準法別表第

２（い）項第５号に

掲げるもの 

２ 同法別表第２

（は）項第４号に掲

げるもの 

３ 同法別表第２

（に）項第５号に掲

げるもの 

４ 同法別表第２

（ほ）項第３号に掲

げるもの 

５ 同法別表第２

（る）項第１号に掲

げるもの 

６ 危険物の貯蔵又は

処理に供するもの

で、建築基準法施行

令第１３０条の９第

１項の表の準工業地

域に定める数量を超

えるもの 

７ 同法別表第２

（を）項第７号に掲

げる用途に供する建

築物で、その用途に

供する部分の床面積

の合計が１，５００

㎡を超えるもの 

８ 同法別表第２ 

（わ）項第２号から第

４号まで及び第６号

から第８号までに掲

げるもの 

９ 建築基準法施行令

第１３０条の２の２

第２号に掲げる産業

廃棄物処理施設 

次の建築物は、建築してはならない。 

１ 建築基準法別表第２（い）項第５号に掲げる

もの 

２ 同法別表第２（は）項第４号に掲げるもの 

３ 同法別表第２（に）項第５号に掲げるもの 

４ 同法別表第２（ほ）項第３号に掲げるもの 

５ 同法別表第２（る）項第１号に掲げるもの 

６ 危険物の貯蔵又は処理に供するもので、建築

基準法施行令第１３０条の９第１項の表の準工

業地域に定める数量を超えるもの 

７ 同法別表第２（を）項第７号に掲げる用途に

供する建築物で、その用途に供する部分の床面

積の合計が５００㎡を超えるもの 

８ 同法別表第２（わ）項第２号から第４号まで

及び第６号から第８号までに掲げるもの 

９ 建築基準法施行令第１３０条の２の２第２号

に掲げる産業廃棄物処理施設 

 

 

 



建築物の敷地

面 積 

の 最 低 限 度 

― １１３，７００㎡ 

 

１２，０００㎡ 

壁面の位置の

制 限 
― 

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地

境界までの距離は、県道米多比谷山古賀線との境

界においては１０．０ｍ以上、区域内の道路との

境界においては５．０ｍ以上、その他の境界にお

いては２．０ｍ以上とする。 

垣 又 は 柵 の 

構 造 の 制 限 

建築物に付属する垣又は柵の構造は、周囲の環境と調和し、緑の多い景観

形成に配慮したものとし、生垣、植栽又は高さ１．８ｍ以下の透過性のフェ

ンスとする。 

 

３ 区域 

  計画図表示のとおり  

 

理 由 

古賀市は、九州の中枢都市である福岡市と北九州市の間に位置し、大都市近郊の都市として福岡市都

心部まで約 15 ㎞の近距離にある。市西側には、JR 鹿児島本線、国道 3 号、国道 495 号が南北方向に並

行し、その周辺には、市街地として住宅地、商業地、工業地などが広がっている。また、市東側丘陵地

には、九州自動車道が通り、古賀インターチェンジや古賀サービスエリアが位置するなど、広域交通の

要衝となっている。 

これにより本市には、県内でも有数の製造品出荷額を誇る工業団地が立地するなど製造業を中心とし

た企業の進出需要が高い地域となっているが、現在は、市内既存工業団地に空き区画がなく、土地の確

保が難しい状況となっている。 

今回、この工業団地を拡張し、製造業を中心とした産業用地の確保を図ることによって、本市の活性

化をめざすこととしており、古賀インターチェンジ入口から概ね 500m に位置する交通至便な当該地区

を、工業地域として市街化区域に編入するとともに、遊戯施設や風俗施設等の用途制限や、店舗等の床

面積の上限を加える本地区計画を定めることで、周辺環境と調和のとれた幹線道路沿いの土地利用や、

質の高い工業団地の形成を図るものである。 

 

 

 

 


